
　令和２年２月１日（土）第２回研修会を、浜田医療センター
研修室にて開催いたしました。

　「災害時の初動体制と各自に求められる役割について」
島根県浜田保健所所長　村下伯先生を講師にお招きし講演いた
だきました。
　当日は現在、世界的に猛威を振るっている新型コロナウイルス
感染症について最新情報と予防対策についてお話しされました。
　先生のお話によると、島根県も対応について指示があり、浜
田保健所の役割も大きいとのことでした。
　フロアからも、質問があり、感染の広まりについて危機感を
持ち、早めの対策をどのようにするか話し合っているという意
見も聞かれました。
　続いて、本題である「災害時の初動体制と各自に求められる
役割について」講演されました。
　印象に残ったのは、平時に出来ないことは、有事にも出来な
いということでした。ある施設では、災害時の訓練を６回/年
取り組んでおられるそうです。
　災害が起きたとき、自分自身は何をすれば良いのか、現場に
いる人たちは、自施設の状況を情報収集し応援者へどのように
伝えるのか、行政はどのように動くのかなどお話しいただきま
した。
　以下は、村下先生の資料を引用しています。

　令和１年10月20日済生会江津総合病院
において、江津健康フェスタ2019・済生
会病院まつりが開催されました。ボラン
ティア・高校生・看護学生さんなど、たく
さんの関係機関の人がイベント成功の為に
活動していました。
　看護協会浜田支部は、まちの保健室とし
て転倒予防コーナーを企画して、10代か
ら80代まで46名の参加がありました。
　疾病予防につながる活動が出来たかなと
思います。
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〈参加者の感想〉
１，コロナウイルスについて
・新型コロナウイルスの最新情報が知れて
良かった。
・正しい情報を得て行動する。
・感染症対策も災害の一環。平時の備えが
大切だと感じた。

２，災害時の体制について
・災害時の初動について改めて考えた。
・リーダーを決めるのは勿論だが、記録が
大変大事だと思った。後から応援に来る
人たちがいち早く現場のことが把握でき
ると思う。
・マニュアルを確認してイメージ訓練。
・災害時の情報収集や動きはイメージ出来
た。
・各施設で取り組みを深め、マニュアル化
を進めること、地域との連携、所属団体
等との協力など、課題を挙げていきたい。

編集後記
　令和元年度の計画を終了しました。会員
の皆様のご協力に感謝いたします。
　来年度は、まちの保健室がイベント型（４
～５回）に変更になります。地域への健康
PRに取り組んで行きますのでご協力よろ
しくお願いします。

災害時に求められる初動体制 県・保健所は災害時に何をするのか


